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３年学年部長 ３組担任 東谷 晋（理科）

いよいよ、高校生活最後の1年が始まります。人生の中でも大きな節目となる年です。

しかし、現在世の中は「新型コロナウイルス」によって、いろんなことが先行き不透明

な状態になっています。予定されている学校行事はもとより、普段の授業や部活動なども

今後どのような取り組み方になるのか予測もできません。改めて、普段の生活のありがた

さに気づかされています。この状態に「戦争状態」という言葉をあてはめる発言者も世界

にはいますが、私は、「全員で乗り越えようとするもの」と「戦争」との違和感を感じま

す。この「不測の事態」に、デマに振り回されたりまわりに踊らされるようなことなく、

現実にしっかり立ち向かい、何かできることがないかを考えるような「人」に育ってほし

いと思います。

新しいメンバーも加わった今年度の担任一同、この１年が充実した１年になりますよう、

保護者の方々とも協力しながら努力していきたいと思います。どうぞよろしくお願いしま

す。

各担任からのメッセージ

１組 雨森 真寿美（英語科）

はじめまして。今年度より東宇治高校でお世話

になります。

進路を決める大切な１年をみなさんと共に過ご

させてもらいます。

今目標にしていることをぜひ実現させてください。そのためには、やらなければなら

ないことがたくさんあるでしょう。焦らずに、１つ１つ着実に積み上げていってください。

少しでもみなさんのサポートができればと思っています。

１年後のみなさんの笑顔を楽しみにしています。よろしくお願いします。

２組 川本 容子（国語科）

入学直後の皆さんの写真を見返す機会がありました。幼さの残る表情の中にも、高校生

活への希望が伝わってきました。あれから 2 年の月日が経ちました。いよいよ最終学年で
す。それぞれの夢をかなえるための大切な 1 年であることは間違いありません。日々でき
ることを、努力を惜しまず実行していきましょう。

「幸福は与えられるより、努力で獲得するほうが多い。」（武者小路実篤）



４組 蔵田 遥（地歴公民科）

３年生ですね。３年生は、たくさん決断しなくてはならないことがあります。決断する

ことは怖いことですが、その決断の一つ一つがあなたという人間をつくっていくのです。

妥協してはいけません。１年間一緒に頑張りましょう。

５組 笹田 晴嗣（数学科）

新しく何かの縁でこの学年に入ってきました。皆さんは、これまでの２年間の高校生活

で研修旅行、クラス活動、部活動をはじめとするさまざまな活動を経験してきました。そ

の中で、生徒１人１人は成長をしてきましたし、学年としての集団でも立派にたくましく

なってきたと思います。今年度はこれらを継続発展させ、しっかりとした「学力」を身に

つけ、進路希望の実現につなげたいと考えています。また、最上級生は単なる生徒では困

ります。東宇治高校のスタッフです。すなわち学校を良くするために、後輩がこの学校に

来て良かったと思えるように、先生方とともに、愛する東宇治高校に貢献できるスタッフ

であってほしいのです。１年間、よろしくお願いします。

６組 川越 俊輝（数学科）

「３年間で成し遂げるべき目標を掲げ、卒業までの成長を想像してください」と入学式

でお伝えしました。その「結果」が求められる年ですね。不安を掻き立てられるようなと

きこそ、今何に向かって進んでいるのか？と客観的に自己を見つめ、その目標にたどり着

くための道筋を冷静に整理する時間が必要になります。休校中に溜まった活力を４月から

開放して進んでいきますよ！

７組 井上 都（国語科）

はじめまして。今年度、西城陽高校から参りました井上都と申します。生きていると

予想もしないようなことが起きるものだと、近年身に染みて思います。また、世の中がど

んどん便利に合理的になっていく中で、今こそ私たち人間の力を活かすときだとも思いま

す。

皆さんにはぜひ、どんな状況でも誰とでも力を合わせ、楽しく生き抜く力を持って欲し

いと願っています。未来ではなく、今、皆さんと一緒にそんな生き方をしていきたいと思

います。どうぞよろしくお願い致します。

当面の予定（今後の状況により変更の可能性があります）

＜４月＞

8 水 始業式・着任式

９ 木 スタディーサポート

10 金 LHR・クラス写真(13:30～)

17 金 登校日LHR(13:30～)

24 金 登校日LHR(13:30～)

5/1 金 登校日LHR(13:30～)


